
決
起
集
会
は
東
北
協
議
会
大

沼
事
務
局
長
の
司
会
で
開
会
し
、

主
催
者
を
代
表
し
て
国
労
東
日

本
本
部
松
井
委
員
長
と
国
労
東

北
協
議
会
を
代
表
し
佐
藤
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
【
二
面
要
旨
】
。

続
い
て
来
賓
と
し
て
、
社
民

党
宮
城
県
連
合
田
山
副
幹
事
長
、

日
本
共
産
党
宮
城
県
委
員
会
か

ら
角
野
県
民
運
動
委
員
長
、
宮

城
県
平
和
労
組
会
議
菅
原
事
務

局
次
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

ま
た
仙
台
地
本
歌
川
副
委
員

長
か
ら
は
東
北
地
方
交
通
運
輸

産
業
労
働
組
合
協
議
会
が
実
施

し
た
交
通
事
情
視
察
（
台
湾
）

報
告
を
受
け
た
後
、
決
意
表
明

と
し
て
盛
岡
地
本
佐
々
木
副
委

員
長
、
秋
田
地
本
後
藤
書
記
長
、

仙
台
地
本
歌
川
副
委
員
長
が
そ

れ
ぞ
れ
力
強
い
決
意
表
明
を
行

い
、
最
後
に
東
北
貨
物
協
議
会

高
橋
副
議
長
は
「
貨
物
会
社
は
、

鉄
道
事
業
部
門
の
黒
字
化
の
た

め
に
は
賃
金
を
抑
制
す
る
と
公

言
し
、
社
員
と
家
族
に
更
な
る

犠
牲
を
強
い
て
き
て
い
る
。

ス
ト
で
闘
う
よ
う
要
請
し
、

ま
た
残
さ
れ
た
期
間
を
精
一
杯

闘
う
」
と
決
意
を
訴
え
た
。

集
会
は
、
東
北
協
議
会
佐
々

木
副
議
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ

後
、
佐
藤
議
長
の
団
結
頑
張
ろ

う
で
締
め
ら
れ
た
。

集
会
後
に
参
加
者
は
4
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
仙
台
市
内
を
デ
モ

行
進
。

賃
上
げ
を
始
め
と
し
た
労
働

条
件
の
改
善
や
安
全
問
題
な
ど

の
国
労
要
求
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
気

勢
を
上
げ
た

地
方
本
部
は
、
14
年
春
闘
勝

利
に
向
け
た
取
組
み
の
一
環
と

し
て
、
今
年
も
仙
台
市
内
に
お

い
て
仙
台
総
行
動
を
実
施
。
例

年
、
チ
ラ
シ
配
布
行
動
に
始
ま

り
、
集
会
及
び
座
り
込
み
、
デ

モ
行
進
と
ほ
ぼ
一
日
の
大
衆
行

動
を
展
開
し
て
き
た
。

し
か
し
今
年
は
翌
8
日
に
福

島
県
内
3
箇
所
に
お
い
て
「
原

発
い
ら
な
い
！
福
島
県
民
大
集

会
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
反

原
発
の
運
動
に
も
精
一
杯
取
組

み
参
加
す
る
こ
と
を
決
定
。

東
北
総
決
起
集
会
と
合
わ
せ

て
二
日
間
に
渡
る
大
衆
行
動
を

1
日
に
圧
縮
し
、
東
北
総
決
起

集
会
の
前
段
に
早
朝
チ
ラ
シ
配

布
と
集
会
を
開
催
し
た
。

集
会
開
会
に
あ
た
り
、
昨
年

3
月
に
現
職
死
亡
さ
れ
た
二
人

の
組
合
員
に
対
し
て
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
各
地
か
ら
結
集

し
た
３
１
１
人
の
組
合
員
ら
を

前
に
大
沼
委
員
長
は
、
14
春
闘

情
勢
を
述
べ
た
後
、
「
震
災
の

影
響
は
ま
だ
残
る
が
、
生
活
再

建
の
た
め
に
も
賃
上
げ
を
始
め

と
し
た
要
求
を
し
っ
か
り
と
集

約
し
、
職
場
の
声
を
反
映
さ
せ

よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ

と
を
精
一
杯
取
組
む
こ
と
が
全

体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る
」

「
労
働
運
動
が
停
滞
し
て
い
る

が
、
少
し
で
も
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
運
動
と
連
帯
の
輪
を
広

げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

集
会
で
は
今
年
2
月
1
日
付

で
組
織
拡
大
が
あ
っ
た
郡
山
駅

連
合
分
会
の
千
葉
委
員
長
か
ら

経
過
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
各

支
部
と
貨
物
協
議
会
か
ら
決
意

表
明
を
受
け
た
。

原
子
書
記
長
が
集
約
し
、
集

会
宣
言
が
佐
藤
執
行
委
員
か
ら

読
み
上
げ
ら
れ
全
体
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
大
沼
委
員
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
集
会
は
終
了
し
た
。
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2
・
16

全
国
委
員
長
・
書
記
長
会
議

2
・
19

春
闘
事
務
局
会
議

2
・
22

第
１
２
５
回
定
期
地
方
委
員
会

3
・
2

仙
台
工
務
協
拡
大
幹
事
会

3
・
7

仙
台
総
行
動
・
東
北
総
決
起
集
会

3
・
8

原
発
い
ら
な
い
！
福
島
県
民
大
集
会

3
・
14

第
7
回
執
行
委
員
会

3
・
15

各
支
部
組
織
部
長
会
議

3
月
７
日
、
仙
台
市
内
に
お
い
て
２
０
１
４
春
闘
勝
利
！
国

労
東
北
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
総
勢
４
３
５
人
の
仲
間
が

仙
台
市
民
会
館
に
結
集
し
た
。
集
会
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
一
部
と
し
て
、
一
般
財
団
法
人
国
鉄
労
働
会
館
主
催
の
東
北

労
働
講
座
が
、
ま
た
第
二
部
は
、
国
労
東
北
春
闘
勝
利
総
決
起

集
会
が
行
わ
れ
た
。

Ｎo . 2673
2014年3月20日
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編集責任者 武田昌仙

労
働
講
座
で
は
弁
護
士
の
清

藤
恭
雄
氏
が
「
特
定
秘
密
保

護
法
と
日
本
国
憲
法
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

清
藤
氏
は
秘
密
保
護
法
の
内

容
と
問
題
点
、
違
憲
性
と
問

題
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
安
倍
政
権
の
狙
い
と

動
向
、
そ
し
て
い
か
に
施
行

阻
止
と
廃
案
に
向
け
て
運
動

を
展
開
す
べ
き
か
を
説
い
た
。

講演する清藤氏

会場を埋め尽くした東北の仲間

仙台市内を整然とデモ行進

勾当台公園での集会

仙
台
総
行
動
の
一
環
と
し
て
、

集
会
の
前
段
に
は
、
仙
台
支

社
前
と
仙
台
駅
東
口
の
2
ヶ

所
で
7
時
30
分
か
ら
早
朝
チ

ラ
シ
配
布
行
動
が
取
り
組
ま

れ
た
。

チ
ラ
シ
に
は
、
「
14
春
闘
」

「
安
全
運
行
に
逆
行
す
る
業

務
委
託
化
・
安
全
問
題
」

「
ノ
ン
ア
ス
ベ
ス
ト
化
」

「
反
原
発
と
放
射
能
問
題
」

「
JR

貨
物
と
安
全
問
題
」

「
消
費
税
増
税
反
対
」
な
ど
、

多
く
の
課
題
と
要
求
が
書
き

込
ま
れ
て
お
り
、
広
く
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

参
加
者
に
よ
れ
ば
支
社
前
で

の
行
動
で
は
、
開
始
か
ら
30

分
程
度
で
３
５
０
枚
の
チ
ラ

シ
を
配
り
終
え
た
と
い
う
。



婦
人
部
定
期
委
員
会

国
労
仙
台
地
本
婦
人
部
第
99

回
定
期
地
方
委
員
会
を
2
月
8

日
、
国
労
宮
城
県
支
部
事
務
所

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
南
岸
低
気
圧
の
影
響

で
、
首
都
圏
を
始
め
各
地
で
大

荒
れ
の
天
候
で
、
仙
台
市
内
も

近
年
に
な
い
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、

交
通
手
段
に
影
響
が
出
ま
し
た

が
、
し
っ
か
り
と
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
こ
の
一
年
間

の
活
動
を
振
り
返
り
総
括
し
、

向
こ
う
一
年
間
の
方
針
を
決
定

し
全
体
で
確
認
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
婦
人
部
は
少
数
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
職
場
や

社
会
で
女
性
の
立
場
か
ら
健
康

で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

労
働
条
件
の
確
立
に
向
け
て
団

結
し
て
闘
い
続
け
ま
す
。

【
真
砂
】

２
０
１
３
年
度

常
任
委
員

婦
人
部
長

真
砂

久
子

仙
台
駅

副
婦
人
部
長

加
藤

和
子

仙
台
駅

常
任
委
員

横
山

幸
子

ビ
ジ
ネ
ス
え
き
ね
っ
と
セ
ン
タ
ー

斉
藤

志
津
子

同
佐
藤

歳
子

同
冨
田

啓
子

仙
台
病
院

２
０
１
３
年
度
派
遣
役
員

東
日
本
本
部
婦
人
部
常
任
委
員

冨
田

啓
子
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退
職
の
お
知
ら
せ

2
月
28
日
付

原

弘
治
さ
ん

自
動
車
岩
手
県

（
JR
バ
ス
二
戸
）

安
部

寿
昭
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
日
本
線
路
技
術
）

高
橋

修
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

高
橋

慎
一
さ
ん

仙
台
保
線
区

伊
藤

清
悦
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

星
川

千
尋
さ
ん

新
庄
連
合

（
第
一
建
設
新
庄
）

年
野

孝
次
さ
ん

会
津
若
松
地
区

橋
本

克
美
さ
ん

郡
工
装
置
科

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

1
月
30
日
小
牛
田
運
輸
区
分
会
は
、
美
里
町

幸
楽
食
堂
で
菅
原
昭
彦
さ
ん
、
大
和
秋
男
さ

ん
の
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
方
本
部
か
ら
は
千
葉
執
行
員
、
宮
城
県
支

部
か
ら
は
八
巻
副
委
員
長
が
駆
け
つ
け
激
励

の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

菅
原
さ
ん
は
昭
和
62
年
4
月
、
仙
台
駅
の
直

営
店
へ
発
令
さ
れ
、
以
降
下
馬
駅
Ｒ
あ
お
ば
、

山
形
運
輸
区
、
仙
台
運
輸
区
へ
の
異
動
発
令

を
さ
れ
、
ま
た
大
和
さ
ん
は
平
成
15
年
磐
東

営
業
所
へ
の
異
動
を
発
令
さ
れ
た
経
過
を
た

ど
り
地
元
運
輸
区
職
場
に
帰
還
し
ま
し
た
。

歓
迎
会
に
は
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
も
参
加
さ
れ
、
「
長
年
嫌
が
ら

せ
扱
い
さ
れ
た
が
エ
ル
ダ
ー
発
令
と
同
時
に

古
巣
の
検
修
職
場
に
戻
っ
た
経
過
が
あ
る
。

こ
う
し
た
組
合
員
相
互
の
節
目
に
仲
間
が
集

い
団
結
を
強
固
に
す
る
こ
と
が
国
労
の
伝
統

の
一
つ
で
あ
り
大
変
喜
ば
し
い
」
と
激
励
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

菅
原
さ
ん
は
「
27
年
ぶ
り
の
陸
羽
東
線
・
石

巻
線
・
気
仙
沼
線
の
乗
務
で
す
が
よ
ろ
し
く

願
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
、

ま
た
大
和
さ
ん
は

「
地
本
は
じ
め
郡
山
駅
連
・
小
牛
田
運
輸
区

両
分
会
の
運
動
に
感
謝
し
ま
す
。
今
後
は
検

修
班
の
仲
間
を
郡
山
に
帰
す
運
動
を
取
り
組

む
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

歓
迎
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
、
最
後
に

家
子
分
会
長
の
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。
【
千
葉
】

松
井
委
員
長
あ
い
さ
つ

◆
春
闘
は
労
使
の
力

関
係
や
交
渉
を
通
じ

て
決
定
さ
れ
る
も
の
。

安
倍
政
権
は
賃
上
げ

を
政
治
的
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
使
用
。
働

く
も
の
の
側
に
取
り
戻
す
こ
と
が
課
題
。

◆
国
労
の
取
り
組
み
。
3
月
3
日
、
戦
術
委

員
長
会
議
と
エ
リ
ア
代
表
者
会
議
を
開
催
。

ス
ト
を
含
め
た
戦
術
と
配
置
だ
が
、
国
労
要

求
の
回
答
指
定
日
は
14
日
で
あ
り
、
労
働
協

約
で
は
事
前
通
告
が
10
日
前
の
た
め
3
日
に

決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
会
議
の
結
果
は
、

14
春
闘
方
針
と
具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ス
ト
の
戦
術
配
置
と
行
使
以
外
で
取
り
組
む

結
論
に
。

◆
東
日
本
本
部
の
主
張
。
戦
術
委
員
会
で
は

「
本
州
3
社
は
経
営
順
調
で
あ
り
戦
術
行
使

の
議
論
も
あ
る
。
し
か
し
国
労
は
貨
物
含
め

て
7
社
と
交
渉
の
状
況
。
ス
ト
戦
術
行
使
を

3
社
に
限
定
す
る
の
は
全
国
単
一
組
織
で
あ

る
国
労
と
し
て
ど
う
か
」
「
3
社
で
も
数
字

が
違
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
い
つ
・
だ
れ
が
・

ど
こ
で
何
を
基
準
に
戦
術
を
行
使
す
る
の
か

が
問
題
」
と
主
張
。
今
後
も
議
論
を
重
ね
た

い
。

◆
今
後
の
課
題
。
貨
物
会
社
に
対
し
「
構
造

矛
盾
」
と
い
う
が
、
JR
発
足
か
ら
27
年
経
過

し
、
我
々
国
労
も
対
応
し
き
れ
な
い
仕
組
み
、

シ
ス
テ
ム
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
春
闘
を
通

じ
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
交
渉
を
担
っ

て
い
る
も
の
が
判
断
で
き
な
け
れ
ば
会
社
は

相
手
に
し
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
国
労

を
国
労
ら
し
く
将
来
に
残
す
た
め
に
今
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
す
べ
き
。
課
題
を
出
し
合
い
議

論
す
る
こ
と
が
重
要
。

◆
各
地
で
集
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
東
北

も
国
労
と
し
て
の
春
闘
の
見
方
、
向
き
合
い

方
を
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
大
き
な
流
れ
の

中
に
い
る
。
全
体
的
な
意
思
統
一
を
図
り
、

議
論
し
な
が
ら
課
題
の
克
服
を
し
て
い
く
。

佐
藤
議
長
あ
い
さ
つ

■
拡
大
中
央
委
員
会
で

統
一
賃
上
げ
要
求
1
万

円
を
決
定
、
2
月
12
日

全
社
に
申
し
入
れ
、
3

月
14
日
を
回
答
指
定
日

と
し
取
り
組
み
を
強
化
。

ま
た
東
日
本
本
部
は
1
万
円
プ
ラ
ス
所
定
昇

給
額
に
消
費
増
税
分
の
上
乗
せ
を
し
申
し
入

れ
を
実
施
。
貨
物
会
社
は
既
に
2
回
の
交
渉

を
終
え
て
い
る
。
全
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

て
総
行
動
を
成
功
さ
せ
、
職
場
や
地
域
に
大

き
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
要
求
実
現

の
後
押
し
と
な
る
。

■
春
闘
は
59
年
前
、
55
年
1
月
東
京
都
内
で

開
催
さ
れ
た
春
季
賃
上
げ
共
闘
総
決
起
大
会

が
始
ま
り
。
日
本
の
主
流
は
企
業
別
労
組
で

あ
り
、
産
業
別
労
組
と
比
較
し
企
業
別
間
競

争
を
口
実
に
し
た
攻
撃
に
弱
く
、
春
闘
は
産

業
規
模
や
国
民
的
規
模
で
共
闘
す
る
こ
と
で

こ
れ
を
克
服
す
る
闘
い
と
し
て
発
展
し
て
き

た
。
今
春
等
で
は
大
幅
賃
上
げ
で
デ
フ
レ
を

脱
却
し
、
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
重
要
な
闘

い
。

■
安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
強
行

採
決
、
憲
法
解
釈
の
変
更
を
狙
う
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
、
武
器
輸
出
見
直
し
、
労

働
者
派
遣
法
の
改
悪
等
、
危
険
な
反
動
政
治

で
あ
り
闘
い
の
強
化
を
。
4
月
か
ら
消
費
税

増
税
、
社
会
保
障
制
度
の
切
り
下
げ
等
で
負

担
増
。
我
々
国
労
の
要
求
と
共
に
全
て
の
労

働
者
・
国
民
を
視
野
に
、
共
通
す
る
課
題
で

地
域
共
闘
の
仲
間
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
こ
と

も
大
切
。

■
職
場
労
働
条
件
改
善
、
仕
事
総
点
検
運
動

を
は
じ
め
、
現
場
で
の
闘
い
を
基
礎
に
、
目

に
見
え
る
形
で
の
取
り
組
み
か
ら
、
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
組
織
拡
大
へ
と
結
び
つ
け
る
こ

と
が
重
要
。
実
現
に
向
け
職
場
・
地
域
か
ら

創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
よ
う
。

久しぶりに懐かしい仲間が集う


